
　
奈
良
の
観
光
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
平
城
宮
跡
を
よ
り
魅
力
的

な
場
所
に
す
る
た
め
、令
和
6
年
度
よ
り
奈
良
県
観
光
戦
略
本

部
内
に「
平
城
宮
跡
周
辺
エ
リ
ア
部
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
部
会
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
が
、既
存
施

設
の
活
用
や
レ
ス
ト
ラ
ン
・
宿
泊
施
設
の
誘
致
な
ど
、平
城
宮

跡
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね「
構
想
・
コ
ン
セ
プ

ト
」や「
導
入
機
能
」を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
今
後
は
、平
城
宮
跡
な
ら
で
は
の
魅
力
を
生
か
し
つ
つ
、

人
々
が
集
い
、楽
し
め
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
あ
る
に
ぎ
わ
い
の
場

を
目
指
し
ま
す
。

　
平
城
京
に
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
ら
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
伝
え
ら
れ
る

と
と
も
に
、国
内
か
ら
は
租
庸
調
の
制
度

に
基
づ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
特
産
物
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
よ
り
お
い
し
く
、長
期
間
保
存
で
き
る

食
品
加
工
技
術
が
開
発
さ
れ
、み
そ
な
ど

の
発
酵
食
品
が
生
ま
れ
、そ
の
技
術
が
国

内
各
地
に
伝
播
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
奈
良
が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る「
食
」は
、

食
品
加
工
技
術
を
は
じ
め
、お
茶
、ま
ん

じ
ゅ
う
、清
酒
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

平
城
宮
跡 

日
本
の
食
の
は
じ
ま
り
は
奈
良

    

世
界
と
交
わ
り
・
地
域
と
つ
な
が
る
空
間
づ
く
り

り

近鉄奈良線

第一次大極殿

東楼
大極門

朱雀門
朱雀大路

大宮通り

三条通り

約122ha

朱雀大路西側地区
約3.1ha

平城宮跡南側地区
約5ha

朱雀大路東側地区
約1.8ha
約0.9ha

県営公園区域 検討対象区域国営公園区域

特集2

平
城
京
は
日
本
の
食
文
化
の
ル
ー
ツ
が

築
か
れ
た
場
所

海
外
に
お
い
て
も

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
増
加

　
遣
唐
使
や
渡
来
人
に
よ
り
多
く
の

文
化
や
技
術
が
持
ち
込
ま
れ
、日
本

の
食
文
化
の
ル
ー
ツ
が
築
か
れ
た
奈

良
時
代
の
ス
ト
ー
リ
ー
、そ
し
て
海

外
で
の
日
本
食
へ
の
関
心
の
高
ま
り

を
踏
ま
え
、平
城
宮
跡
を
県
内
外
、

世
界
へ
の
つ
な
が
り
を
演
出
す
る

「
食
の
ハ
ブ
拠
点
」へ
。最
先
端
の
国

際
都
市
で
あ
り
、美
食
の
都
で
も

あ
っ
た
平
城
京
の
現
代
版
と
も
い
え

る
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

平
城
宮
跡
歴
史
公
園（
県
営
公
園
区
域
）で
は
、

　
新
し
い
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　「
日
本
人
の
伝
統
的
な
食

文
化
」、「
伝
統
的
酒
造
り
」

が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、海
外
で
の
日
本
食
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
り
、日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
人
気
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

古代から
これまで

「食のハブ拠点」
を目指します！

奈
良
時
代
は
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ・ク
リ
エ
イ
ト
し
、

後
世
に
受
け
継
が
れ
て
い
る

文
化
や
技
術
を
生
み
出
し
た
時
代
。

出典：「奈良文化財研究所創立50周年記念
　　　飛鳥・藤原京展ー古代律令国家の創造ー」 
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チャレンジ・クリエイティブな活動

“日本の食のはじまりは奈良”
 平城京から、県内外、世界への

つながりを演出

食のハブ拠点の創出

　
奈
良
な
ら
で
は
の
食
を
堪
能
で
き
る
レ
ス

ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
、宿
泊
機
能
付
き
レ
ス
ト

ラ
ン「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
」を
誘
致
す
る
な
ど
、

地
域
の
伝
統
や
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
食
文

化
を
楽
し
め
る「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、平
城
京
を
感
じ
ら
れ
る
空
間
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、公
園
内
外
の
交
通
環
境

を
改
善
し
、奈
良
公
園
や
西
ノ
京
な
ど
の
周

辺
の
観
光
地
と
の
繋
が
り
を
強
化
し
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を
引
き
出
す
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

予
定
で
す
。

　
日
本
の
食
文
化
の
ル
ー
ツ
を
は
じ
め
、世

界
の
文
化
を
取
り
入
れ
な
が
ら
新
た
な
文

化
を
築
き
上
げ
た
平
城
京
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
生
か
し
、県
営
公
園
区
域
に
訪
れ
る
人

や
、そ
こ
で
活
躍
す
る
人
が
、チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
が
で
き
る
空
間
を

つ
く
り
ま
す
。

4県公園企画課 ☎0742‐27‐8945　60742‐27‐7488

奈
良
時
代
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

「
日
本
の
食
」と「
チ
ャ
レ
ン
ジ・ク
リ
エ
イ
ティ
ブ
な
活
動
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
空
間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

特集2

世
界
と
交
わ
り
、

地
域
と
つ
な
が
る
空
間
づ
く
り

「
食
の
ハ
ブ
拠
点
」の
創
出
を

軸
と
し
た
導
入
機
能

これからの
取り組み

平城宮跡歴史公園
(県営公園区域）について
詳しくはこちら

公園企画課HP▶

こ
ん
な
人
が
活
躍
す
る
場
所
に
し
た
い

　
新
し
い
文
化
を
受
け
入
れ
、新
し
い
モ
ノ
を
生
み
出

し
て
い
た
奈
良
時
代
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、演
奏
家

や
シ
ェ
フ
、建
築
家
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
が
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
が
で
き
る
場
の
提
供

を
目
指
し
ま
す
。

こ
ん
な
人
が
訪
れ
る
場
所
に
し
た
い

　
奈
良
時
代
の
都
、平
城
京
に
国
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
訪
れ
て
い
た
よ
う
に
、地
域
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

奈
良
公
園
周
辺
に
集
中
し
て
い
る
外
国
人
観
光
客
や

若
者
、女
性
な
ど
に
も
立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
、国
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
場
所
を
目
指
し
ま
す
。

情報発信
ストーリー性のある
情報発信を実施

地域との連携・協働
地域住民などと
連携・協働し、

にぎわいづくりを演出

交通環境の充実
県営公園区域への
交通環境を充実

周辺環境の充実
河川や道路が軸となり、

奈良公園、平城宮跡歴史公園、
西ノ京のつながりを創出

令和７年度は民間のノウハウなどの活用に向け、導入機能や
事業の進め方などについて、平城宮跡周辺エリア部会にワー
キンググループを設けて、具体化していきます。

令和７年度
事業内容

さらなるにぎわいや魅力向上に向けて取り組みます

シェフ

建築家

演奏家

アーティスト

販売業者

平城京を感じられる空間づくり
平城京の風土と調和した
居心地のいい空間づくり
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